
一般演題１「眼科/ 好酸球」 

第１会場 （9：00 ～ 9：40） 

座長 有信 洋二郎（九州大学病院 免疫・膠原病・感染症内科） 

内尾 英一（福岡大学医学部眼科学教室） 

 

1. 若年発症の春季カタルに関する検討 

副島 園子（福岡大学医学部眼科学教室） 

 

2. 1 年以上経過を診た Local Allergic Conjunctivitis 症例の再検査結果 

山名 泰生（山名眼科医院/福岡大学医学部眼科学教室） 

 

3. 北九州眼科アレルギー研究会における医師向けアンケート調査結果分析 

  永田 竜朗（北九州眼科アレルギー研究会/産業医科大学医学部眼科学） 

 

4. 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症（EGPA）による眼窩先端部症候群の 1 例 

原田 一宏(福岡大学医学部眼科学教室) 

 

5. デュピルマブの 2 回投与で好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の症状が悪化した 1 例 

知花 賢治(沖縄病院 呼吸器内科) 

 

 

 

 

 

 

一般演題２「皮膚」 

第２会場 （9：00 ～ 9：40） 

座長 中原 真希子（九州大学病院皮膚科） 

室田 浩之（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 皮膚病態学分野） 

 

6. 漸増運動負荷試験で重症型コリン性蕁麻疹の診断に至った 2 症例 

矢野 温子（国立病院機構 福岡病院/九州大学病院 皮膚科学講座） 

 

7. 血清 TARC 高値が薬疹の診断に有用であった２症例 

  橋本 瞳（国立病院機構福岡病院臨床検査科） 

 

8. 単純ヘルペス感染症として加療されていたメシル酸ガレノキサシン水和物による固定薬疹の 1 例 

朴 炫貞（長崎大学大学院医歯薬総合研究科皮膚病態学分野） 

 

9. ファモチジンによると思われる扁平苔癬型薬疹の一例 

高木 健志（九州大学病院皮膚科） 

 

10. エンホルツマブ・ベドチンによる Stevens-Johnson 症候群の一例 

柏田 香代（熊本大学大学院生命科学研究部皮膚病態治療再建学分野） 

 

 

 

 

 

 

 



一般演題３「気管支喘息」  

第１会場 （9：50 ～ 10：40） 

座長 在津 正文（国立病院機構嬉野医療センター小児科） 

知花 賢治（国立病院機構 沖縄病院 呼吸器内科） 

 

11. 運動中の持続的喉頭内視鏡検査により運動誘発性喉頭閉塞症と診断した 13 歳女児例 

  牟田 龍史（福岡市立こども病院 アレルギー・呼吸器科） 

 

12. 喘息様症状での入院加療後に発症した急性弛緩性脊髄炎の１例 

  在津 正文（国立病院機構嬉野医療センター 小児科） 

 

13. 高流量鼻カニュラ（HFNC：high flow nasal canula）を用いたβ 2 刺激薬持続吸入療法 

光安 幸奈（福岡市立こども病院 アレルギー・呼吸器科） 

 

14. 自己免疫疾患に対するステロイド治療中にピーナッツの大量摂取にて気管支喘息発作をきたした１例 

松山 洋美（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科呼吸器内科学） 

 

15. 気管支喘息患者の閉塞性障害の肺音解析による予測の検討 

旭 亮祐（長崎大学病院 第二内科（呼吸器内科）） 

 

16. 二次元バーコードを使用した吸入指導の評価と有用性について 

近藤 貴子（国立病院機構 福岡病院 薬剤部） 

 

 

 

一般演題４「基礎」  

第２会場 （9：50 ～ 10：40） 

座長 布村 聡（佐賀大学医学部分子生命科学講座分子医化学分野） 

安永 晋一郎（福岡大学医学部生化学講座） 

 

17. マクロライド系化合物 EM900 の真菌感作喘息に対する効果 

  栗原 有紀（佐賀大学医学部附属病院） 

 

18. マンノプロテイン被覆したアレルゲン免疫療法用製剤の開発 

森 健（九州大学大学院 工学研究院） 

 

19. マンノプロテイン被覆アレルゲン粒子のモデルマウスにおける安全性とアレルゲン免疫療法の有効性に 

ついて 村上 大輔（九州大学病院 耳鼻咽喉・頭頸部外科） 

 

20. 粘膜型マスト細胞誘導系を用いたマツ抽出物のアレルギー抑制作用の検討 

外間 裕也（沖縄工業高等専門学校 生物資源工学コース） 

 

21. ヒト化マウスを用いたベンラリズマブの新たな気道炎症抑制作用の解析 

  布村 聡（佐賀大学医学部分子生命科学講座分子医化学分野） 

 

22. ニコチンはダニ誘発性アレルギー性気道炎症を抑制する 

入来 隼（長崎大学 医学部 医歯薬学総合研究科 呼吸器内科学） 

 

 

 

 



教育講演 1                             第１会場 （10：50 ～ 11：40） 

 

座長 迎 寛（長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 呼吸器内科学分野（第二内科）） 

 

吸入療法と臨床的寛解を考察する 

坂上 拓郎（熊本大学大学院 生命科学研究部 呼吸器内科学講座） 

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社 

 

 

 

ランチョンセミナー1                         第１会場 （11：50 ～ 12：50） 

 

座長 𠮷田  誠（国立病院機構福岡病院 呼吸器内科） 

 

新たなフェーズを迎えた生物学的製剤を用いた重症喘息診療 

山口 将史（滋賀医科大学 内科学講座 呼吸器内科） 

共催：アストラゼネカ株式会社 

 

 

 

ランチョンセミナー2                         第２会場 （11：50 ～ 12：50） 

 

座長 本村 知華子（国立病院機構福岡病院小児科） 

 

痒みから考えるアトピー性皮膚炎の生涯治療戦略 

室田 浩之（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 皮膚病態学） 

共催：マルホ株式会社 

 

 

 

教育講演 2                             第１会場 （13：00 ～ 13：50） 

 

座長 緒方 美佳（国立病院機構 熊本医療センター 小児アレルギーセンター・小児科） 

   山下 勝（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野） 

 

Ⅰ . 小児アトピー性皮膚炎の治療戦略 〜全身療法導入の工夫〜 

杉山 晃子（国立病院機構 福岡病院 アレルギー科） 

 

Ⅱ . 日常診療にひそむ好酸球性鼻副鼻腔炎 

鈴木 久美子（古賀病院 21 耳鼻咽喉科） 

共催：サノフィ株式会社 

 

 

 

教育講演 3                             第１会場 （14：00 ～ 14：50） 

 

座長 手塚 純一郎 （福岡市立病院機構 福岡市立こども病院 アレルギー・呼吸器科/こどもアレルギーセンター） 

 

こどもへの舌下免疫療法の実際 ～多忙な外来中で導入・維持するコツ～ 

田中 裕也（たなか小児科・アレルギー科） 

共催：鳥居薬品株式会社 



一般演題５「耳鼻/ 基礎」 

第１会場 （15：00 ～ 15：50） 

座長 鈴木 久美子（社会医療法人天神会 古賀病院 21 耳鼻咽喉科） 

竹中 基（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 皮膚病態学） 

 

23. 舌下免疫療法の副作用による継続困難例についての検討 

押川 千恵（国立病院機構福岡病院耳鼻咽喉科） 

 

24. 歯列不正を有する小児の鼻腔通気度検査による鼻閉程度と上顎狭小との関係 

白石 聖恵（医療法人星樹会 はち歯科医院） 

 

25. 好酸球性副鼻腔炎に対する Dupilumab 使用経験 

比嘉 朋代（琉球大学病院 耳鼻咽喉・頭頸部外科） 

 

26. 全身性エリテマトーデスにおける抗 dsDNA IgE 抗体と好塩基球の役割 

藤本 翔（九州大学病院 免疫・膠原病・感染症内科） 

 

27. アトピー性皮膚炎モデルマウスを用いたデルゴシチニブの作用機序解析 

本田 裕子（佐賀大学医学部 分子生命科学科学講座 分子医化学分野） 

 

 

 

 

 

一般演題６「食物アレルギー/ 医療体制」 

第２会場 （15：00 ～ 15：50） 

座長 西小森 隆太（久留米大学小児科） 

山口 哲朗（宮崎県立延岡病院内科） 

 

28. 胃瘻による経腸栄養から食物経口負荷試験を行った医療的ケア児の一例 

岩永 晃（佐賀県医療センター好生館 小児科） 

 

29. 当院の食物アレルギー患者に対する栄養指導の現状と今後の展望 

内田 詩織（国立病院機構福岡病院 栄養管理室） 

 

30. 小学校給食の牛乳たんぱく質量（牛乳使用量）から考える安全な牛乳除去解除の栄養食事指導 

伴 尚子（福岡市立こども病院 栄養管理室） 

 

31. アレルギー疾患医療拠点病院の地域活動を担うスタッフの体制構築 

甲斐 通子（国立病院機構 福岡病院 看護部） 

 

32. 食物アレルギー患者の小児から成人への移行期医療について 

杉山 晃子（国立病院機構福岡病院アレルギーセンター） 

  

33. アレルギー疾患医療拠点病院の医師・メディカルパートナー見学の受け入れ 

野尻 正美（国立病院機構福岡病院 看護部） 

 

 

 

 

 



一般演題７「呼吸器」 

第１会場 （16：00 ～ 17：00） 

座長 安東 優（大分県立病院 呼吸器内科） 

藤井 一彦（熊本市立熊本市民病院） 

 

34. 再発性呼吸困難と 喘鳴音を住訴に来院した脊椎側彎症患者1 例 

黃 潤下（釜山聖母病院 小児科） 

 

35. アレルギー性気管支肺アスペルギルス症に対してテゼペルマブを1 年継続した1 例 

緒方 大聡（国立病院機構福岡病院 呼吸器内科） 

 

36. 膿胸治癒後に高吸収粘液栓が顕在化し診断に至ったアレルギー性気管支肺アスペルギルス症の一例 

河野 拓（九州大学病院呼吸器科） 

 

37. 画像所見が特徴的だった好酸球性気管支炎の一例 

高木 龍一郎（大分大学医学部呼吸器・感染症内科学講座） 

 

38. 新型コロナウイルスワクチン接種が誘因になったと思われた薬剤性肺障害の2 例 

安東 優（大分県立病院呼吸器内科） 

 

39. 非2 型炎症疾患である嚢胞性線維症症例の臨床経過 

宮本 佑美（鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野） 

 

40. 非専門病院での抗アレルギー薬採用、吸入器デバイス指導の取り組み 

佐澤 卓哉（曽於医師会立病院） 

 

 

 

一般演題８「食物アレルギー」  

第２会場（16：00 ～ 16：50） 

座長 尾辻 健太（沖縄協同病院 小児科） 

松﨑 寛司（国立病院機構福岡病院小児科） 

 

41. ナタネによる食物依存性運動誘発アナフィラキシーを起こしたと思われる症例のアレルゲン解析 

後藤 綾子（福岡大学病院小児科） 

 

42. 沖縄旅行中に食物の即時型アレルギーで当院を受診した小児症例のまとめ 

新垣 洋平（那覇市立病院小児科） 

 

43. 当院での少量の固ゆで卵白の食物経口負荷試験の結果についての検討 

  髙瀬 章弘（国立病院機構 福岡病院 小児科） 

 

44. 当院での魚アレルギーの臨床的特徴のまとめ 

森田 駿（唐津赤十字病院 小児科/国立病院機構嬉野医療センター 小児科） 

 

45. 消化管アレルギーにより一過性に胃容量低下を認めた乳児例 

嘉村 拓朗（飯塚病院小児科） 

 

46. 当院の卵黄蛋白誘発胃腸炎症候群（FPIES）の臨床的特徴 

石倉 稔也（国立病院機構 福岡東医療センター 小児科） 


